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章－節 施　　策　　名 事業数章－節 施　　策　　名 事業数

○評価の結果○評価の結果○評価の結果○評価の結果 １－２ 自然環境・景観の保全 2 ３－１ 農林業の振興 42

施策目的の達成状況 施策数 割合(％) １－３ 環境対策の推進　 3 ３－２ 商工業の振興 3

Ａ：目標を上回る 3 10 １－４ 道路交通体系の整備　 8 ３－３ 観光・レクリエーションの振興 9

Ｂ：概ね目標を達成 22 76 １－５ 上・下水道の整備 18 ４－１ 幼児教育・学校教育の充実 15

Ｃ：目標を下回る 4 14 １－６ 住宅地・住宅の整備 7 ４－２ 生涯学習・生涯スポーツの推進 25

１－７ 公園・緑地の整備と緑化の推進 2 ４－３ 芸術・文化の振興 6

後期基本計画での取り組み方針 施策数 割合(％) １－８ 消防・救急体制の強化と防災の推進 8 ５－１ 住民主体のまちづくりの推進 3

Ａ：重点化して実施 15 52 １－９ 防犯・交通安全対策の推進 4 ５－２ 多様な交流の推進 2

Ｂ：現状維持 14 48 １－１０ 情報通信網の整備・充実 2 ５－３ 人権尊重と男女共同参画社会の推進 3

Ｃ：縮小して実施 0 0 ２－１ 地域福祉の充実 6 ５－４ 行財政運営の合理化・効率化 19

２－２ 子育て支援の充実 12 ５－５ 広域行政の推進 3
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　　　　　　　Ｄ：低い Ｄ：廃止・他事業との統合 　　　Ｄ：廃止・他事業との統合

　　上記施策の体系に当てはまらない事業・業務等

合　計

計



平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

法律や条例に基
づき、生活環境
の中の公害問題
の発生を未然に
防ぐとともに、発
生時には被害の
拡大を防ぐた
め、解決に向け
て迅速に対応す
る。排出の減量
化のため、事業
所などの立入り
検査や町民に対
する環境保全意
識の啓発、再資
源化への取り組
みを促進する。

３．環境対３．環境対３．環境対３．環境対
策の推進策の推進策の推進策の推進

Ａ
目標を
上回る

Ａ
重点化し
て実施

生活環境保全事
業の環境保全活
動は、地域コミュニ
ティ等に自発的な
活動への移行を視
野に入れた事業の
展開が必要であ
る。
公害の防止につい
ては、特定施設の
届出の徹底や立
入りを実施する。

Ａ

施策の今後
の進め方

Ｂ3 鉱害防止事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ

2 生活環境保全事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

1 塵芥処理事業 Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ1

2 河川改修事業（河川愛護事業） Ｂ

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

１．心やすら
ぐ自然環境の
なかで安全で
快適に暮らせ
るまちづくり

２．自然環２．自然環２．自然環２．自然環
境・景観の境・景観の境・景観の境・景観の
保全保全保全保全

環境美化活動の
推進による町民
の環境保全意識
の醸成と自然環
境・景観の保全・
活用

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ｂ
現状維持

自然環境・景観の
保全を図るために
は、行政が実施す
るハード事業のみ
ならず、住民参加
型のソフト事業に
ついてもバランス
よく実施し、住民意
識の醸成を促すこ
とが重要である。
また、いずれの事
業についても、創
意工夫を重ねなが
ら長期的かつ安定
的に取り組むこと
が必要である。

自然環境保護事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3／20
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

道路景観美化事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

４．道路交４．道路交４．道路交４．道路交
通体系の整通体系の整通体系の整通体系の整
備備備備

広域的な幹線道
路の整備促進と
狭隘道路の解消
による安全で快
適な道路環境の
創出、及び町内
公共交通体系の
整備・維持と利
用促進による町
民の生活利便性
向上と交流促進

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ａ
重点化し
て実施

いずれの事業も住
民生活の利便性・
安全性の向上に
直結する事業であ
るため、予算の確
保に努め、計画的
に実施していく必
要がある。

Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

8 公共交通活性化事業 Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

6 廃止代替バス・路線バス運行支援事業 Ａ Ｂ

町道用地取得事業

7 新交通システム（デマンド交通）運行支援事業

Ａ

3 町道改良事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

2 道路維持事業 Ａ Ａ

Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

1  県道改修工事（合併支援道路道路整備事業） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5

4

Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 施設管理事業(工務) Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

3 漏水対応事業(工務) Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

1 量水器管理事業(業務) Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5 給水工事関連事業(業務) Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

6 水道施設整備事業(工務) Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

4 上水道施設事業(環境) Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

8 窓口・料金関連業務(総務・業務) Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

9 水道管理運営事業(総務) Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 予算・決算関連事務事業(総務) Ｂ

清浄で安全な水
の安定供給のた
め、施設の監視
と維持管理に努
め、老朽化した
設備は計画的に
更新する。　水
の有効利用と、
未普及地域解消
のため、水道整
備計画を策定
し、必要な水源
を確保し、基幹
施設を合理的に
再編整備する。
水道事業の安定
経営と、住民
サービス向上の
ため、事業会計

５．上・下水５．上・下水５．上・下水５．上・下水
道の整備道の整備道の整備道の整備
【上水道】【上水道】【上水道】【上水道】

Ａ
目標を
上回る

Ａ
重点化し
て実施

水道は町内全域
に普及し、今後
は、「城里町水道
再編事業」、「石綿
管更新事業」等に
より、老朽施設の
再編や更新等を推
進することにより、
水道施設の効率
化と安定供給を確
保してまいります。
また、窓口、料金
業務等につきまし
ては、同種会計と
も連携を図りつ
つ、住民サービス
の向上と効率的運
営の両立が可能
な、業務の民間委
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 特定環境保全公共下水道整備事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

3 地域下水道維持管理事業 Ｂ Ｄ Ｂ Ｄ Ｂ

1 流域関連公共下水道整備事業 Ｂ

4 公共下水道維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5 公共下水道公債管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

6 古内地区農業集落排水整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 農業集落排水施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

8 農業集落排水公債管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 合併処理浄化槽設置事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

５．上・下水５．上・下水５．上・下水５．上・下水
道の整備道の整備道の整備道の整備
【下水道】【下水道】【下水道】【下水道】

全町的視野に
立って文化的な
住民生活の確保
と公共用水域の
水質保全を図っ
ていくため、それ
ぞれ地域特性に
応じ公共下水道
事業、農業集落
排水事業及び合
併処理浄化槽に
よる効果的な排
水処理を推進す
る。

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ｂ
現状維持

那珂久慈流域関
連公共下水道事
業及び特定環境
保全公共下水道
事業、農業集落排
水事業を計画的に
推進し、順次認可
区域の拡大・整備
と普及率の向上を
図るとともに、これ
ら事業の計画区域
外については合併
処理浄化槽の普
及促進に努めると
ともに、その適正
管理を促進してい
く。

ため、事業会計
の統合と、水道
料金の統一を図
り、より効率的な
事業運営に努め
る。

な、業務の民間委
託を検討してまい
ります。
なお、災害対策等
に対しましても、
ハード、ソフト両面
から総合的な方策
を講じて、住民
サービスの向上
と、水道事業の健
全経営を目指して
まいります。
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

1 城里町住宅リフォーム資金助成事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

2 建築物耐震化推進事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

3 塩子塙分譲地事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 町営住宅入居者管理事務 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5 町営住宅維持管理事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

6 町営住宅維持管理事業（町営住宅解体） Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

7 適正市街地形成事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

1 公園維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 (社)茨城県緑化推進機構 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

1 非常備消防事務委託事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 消防団管理運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 AED設置事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 消防施設の維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5 防災体制(水防)の整備事業 Ｂ Ｄ Ｂ Ｂ Ｂ

６．住宅地・６．住宅地・６．住宅地・６．住宅地・
住宅の整備住宅の整備住宅の整備住宅の整備

良好な市街地の
形成や定住促進
のための住宅地
の整備、公営住
宅の適正管理な
ど、計画的な住
宅施策の推進に
より、若い世代
から高齢者まで
が安心して暮ら
せるまちづくりを
進める。

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ｂ
現状維持

いずれも必要性の
高い事業であるこ
とから、創意工夫
による事務の改善
に努めながら、計
画的かつ安定的に
実施していく必要
がある。

公園・緑地の適
切な維持管理に
努め、憩いや交
流、防災機能な
ど多目的な空間
の提供を図ると
ともに、住民との
協働による緑化
運動を進め、緑
豊かなまちづくり
を目指す。

７．公園・緑７．公園・緑７．公園・緑７．公園・緑
地の整備と地の整備と地の整備と地の整備と
緑化の推進緑化の推進緑化の推進緑化の推進

Ｃ
目標を
下回る

Ｂ
現状維持

公園維持管理事
業については、各
公園・緑地の必要
性の確認や維持
管理の創意工夫を
重ねながら、継続
的に実施していく。

８．消防・救８．消防・救８．消防・救８．消防・救
急体制の強急体制の強急体制の強急体制の強
化と防災の化と防災の化と防災の化と防災の
推進推進推進推進

大規模な災害が
発生した際、地
域住民が的確に
行動し被害を最
小限に止める。

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ａ
重点化し
て実施

防災体制の強化と
災害予防に努める
とともに、民間事
業者との応援協定
等の締結の推進。

6／20
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

急速に進化する
情報社会の中
で、住民自身が
対応できる環境
整備することは
重要である。地
域内外の情報格
差の解消を図
り、産業面・生活
面での住民の利
便性の向上に繋
げる。

１０．情報通１０．情報通１０．情報通１０．情報通
信網の整信網の整信網の整信網の整
備・充実備・充実備・充実備・充実

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ｂ
現状維持

光ケーブルによる
ネットワーク網が
完成し、全町が利
用可能となり、整
備された通信基盤
の維持・充実が必
要である。

6 防災体制の整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 防災行政無線事業 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ

8 自主防災組織育成事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 防犯対策推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 防犯灯設置・管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 交通安全施設整備事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 交通安全対策推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 地域情報化推進事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

2 情報系インフラ・地域イントラ維持事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ｂ
現状維持

設備等整備を中心
に進めながら、住
民の意識高揚を図
れるよう対策を講
じていく。

Ｃ

９．防災・交９．防災・交９．防災・交９．防災・交
通安全対策通安全対策通安全対策通安全対策
の推進の推進の推進の推進

住民の防犯及び
交通安全の意識
高揚を図り、安
心・安全に暮ら
せるまちづくりを
目指す。
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

12 母子（父子）福祉事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 民間保育サービス事業費補助 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

10 ３人っこ家庭応援助成金 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

8 地域子育て支援拠点事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

5 子ども手当事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

6 放課後児童健全育成事業 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ

4 次世代育成支援金支給事業 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

2 民間保育所支援事業 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

1 公立保育所事業 Ｂ

町民のボランティ
ア活動への参加を
促すための活動に
積極的に取り組
み、地域住民のつ
ながりを深め、くら
しやすい環境を整
備していく。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

関係機関やボラ
ンティアとの連
携などにより、地
域全体での支え
合い、住民だれ
もが人とのふれ
あいの中で生き
生きと生活す
る。

１．地域福１．地域福１．地域福１．地域福
祉の充実祉の充実祉の充実祉の充実

２．ともに支え
あいすべての
人が元気で
安心して暮ら
せるまちづく
り

引き続き、子供を
育成する家庭を社
会全体で支援し、
次代を担う子供た
ちが健やかに生ま
れ、育まれるよう
子育て支援を推進
していく。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

２．子育て支２．子育て支２．子育て支２．子育て支
援の充実援の充実援の充実援の充実

子供たちの幸せ
を第一に考え、
地域社会全体で
すべての子供と
子育て家庭の自
立的成長を支援
し、父母その他
の保護者が主体
的に子育てを行
う。

3 児童手当事業 Ｃ

7 次世代育成支援対策交付金事業 Ａ

11 要保護児童対策地域協議会 Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

2 更生保護事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

3 社会福祉協議会運営補助事業 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

5 保健福祉センター事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

6 ボランティア活動推進事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

4 高田荘管理運営事業 Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ

1 地域ケアシステム事業
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

引き続き、社会参
加の促進、生きが
いづくりや就労環
境等整備していき
ます。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

保健・医療・福祉
の連携のもとに
在宅福祉サービ
スの充実に努
め、全ての高齢
者が地域の中で
安心して生きが
いのある暮らし
を送る。

３．高齢者３．高齢者３．高齢者３．高齢者
福祉の充実福祉の充実福祉の充実福祉の充実

福祉サービスのさ
らなる充実を図り、
地域づくり等の環
境を整備していく。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

ノーマライゼー
ションの理念の
もと、障害者(児）
が地域の一員と
して共に生き、
生きがいをもっ
て生活を送れる
よう障害福祉の
充実に努める。

４．障害者４．障害者４．障害者４．障害者
福祉の充実福祉の充実福祉の充実福祉の充実

8 在宅障害児福祉手当事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

6 自立支援更生医療給付事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

7 難病患者見舞金事業 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

4 自立支援給付費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5 自立支援臨時特例交付金 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 障害程度区分認定等審査会 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 地域生活支援事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

9 老人福祉センター運営事業 Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ

1 障害者福祉事業（補装具費） Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

7 シルバー人材センター補助事業 Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ

8 敬老事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

5 相談所運営事業委託事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

6 高年者クラブ活動支援事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 家族介護用品支給事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 在宅福祉事業 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

1 老人保護措置事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 愛の定期便事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

乳幼児健診の未
受診者には再度
通知や電話で勧奨
し、受けない理由
なども把握してい
く。成人期の生活
習慣は、その後に
続く高齢期に影響
を及ぼすことから、
健康な高齢期を迎
えるための生活習
慣の確立に向けた
アプローチが必
要。町民の主体的
な生活習慣改善の
ための行動変容を
支援していく。

ともに支えあい
すべての人が元
気で安心して暮
らせるまちづくり
町民一人ひとり
の健康に関する
意識を高めなが
ら、それぞれの
ライフステージに
応じて自らが取
り組む健康づくり
を支援する。

Ａ
目標を
上回る

Ｂ
現状維持

５．保健・医５．保健・医５．保健・医５．保健・医
療の充実療の充実療の充実療の充実
【保健】【保健】【保健】【保健】

3 施設整備事業 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

1 診療事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 健康づくり事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5 保健衛生総務事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

2 予防接種事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 健康診査事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

1 母子保健事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

診療業務は、現状
の体制で進めてい
くが、設備等の関
係で救急医療には
対応が困難である
ので、二次医療機
関との連携を図
り、搬送が容易に
できる体制づくりを
進める。また、地
域住民が安心して
暮らせる医療施策
を行う。しかしなが
ら、診療所までの
交通手段がない人
もいることから今
後の課題も残る。

Ｂ
現状維持

地域住民が日々
安心して暮らせ
る医療体制をつ
くる。また、高齢
化が進み介護保
険との連携体制
が必要となるこ
とから、施設や
設備の充実を図
る。

５．保健・医５．保健・医５．保健・医５．保健・医
療の充実療の充実療の充実療の充実
【医療】【医療】【医療】【医療】

Ｂ
概ね目
標を達
成
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

16 国民年金事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

17 福祉年金事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

14 包括的事業及び任意事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

15 医療費助成事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

12 介護予防一次予防事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

13 介護予防二次予防事業 Ａ Ｄ Ｃ Ｂ Ｃ

10 介護保険賦課関係事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

11 介護保険給付事業 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

8 介護保険資格管理事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 介護保険認定関係事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

6 後期高齢者医療保険料管理事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 後期高齢者医療給付管理事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 国民健康保険給付管理事務 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

5 後期高齢者医療資格管理事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 国民健康保険税管理事務 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

3 国民健康保険運営協議会管理事務 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 国民健康保険資格管理事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
収納対策室との連
携による、一斉催
告の実施。資格証
の発行。

Ａ
重点化し
て実施

Ｃ
目標を
下回る

６．社会保６．社会保６．社会保６．社会保
障制度の充障制度の充障制度の充障制度の充
実実実実

保険税の適正賦
課と、滞納者と
滞納額の解消。
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

17 肉用牛特別導入事業 Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

18 放牧事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ

15
茨城栃木鳥獣害防止広域対策協
議会事業負担金 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

16 水田農業構造改革推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

13 農業集落排水事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

14 農林水産統計事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

11 山村振興事業 Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

12 農林病虫害防除実施協議会補助事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 農業委員会補助事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

10 グリーンツーリズム事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 農地流動化奨励金事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

8 農地保有合理化事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5
農村環境保全事業（農地・水・環
境保全向上対策事業） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

6 中山間地域等直接支払事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

3 農業者年金業務受託事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

4 農業振興地域整備促進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 担い手総合支援事業 Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ａ

2 要望苦情処理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

地域の実情に沿っ
た国・県補助事業
制度を十分に活用
し事業展開が必
要。
　城里町のブランド
品及び推奨品を選
定し販路拡大及び
更なるＰＲ活動が
必要。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

担い手の育成や
農業経営・管理
の合理化を支援
するととに、農産
物のブランド化
や生産体制の強
化、販路の拡大
などに取り組
み、魅力とやり
がいのある農林
業の振興を図
る。

１．農林業１．農林業１．農林業１．農林業
の振興の振興の振興の振興

３．豊かな地
域資源を活か
した魅力と活
力にあふれる
まちづくり
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

35 水戸地区林業振興会負担金 Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

36 （社）茨城県治山林道協会 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

33 林道の伐採除草 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

34 身近なみどり整備推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

31 森林経営安定事業 Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

32 林道整備事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

29
県営かんがい排水事業（排水対
策特別型） Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

30 森林機能緊急回復整備事業 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

27 国営那珂川沿岸農業水利事業 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

28 県営畑地帯総合整備事業 Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

25 有害鳥獣捕獲事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

26 経営安定対策事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

23 繁殖牛導入事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

24 農業生産基盤整備事業 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ

21 和牛ヘルパー利用部会事業 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

22 和牛改良組合事業 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

19 家畜防疫事業 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

20 家畜衛生指導協会事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

6 グリーンふるさと振興事業 Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ

4 江戸川区民まつり参加事業 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

5 ２１世紀FIT構想推進事業 Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ

2 ホロルの湯管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 ホロルの湯啓発事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

3 労働者支援事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

1 キャンプ場管理事業 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

1 商工業振興事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 消費者行政総務事業 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

41 穀物改良協会 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

42 農ビ農ポリリサイクル事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

39 森林組合補助 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

40 生産部会連絡協議会補助事業 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

37
水戸那珂流域森林・林業活性化
センター負担金 Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

38 みどりの少年団補助金 Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ

商店街組織の育
成・強化に取り
組むとともに、集
客を促す各種イ
ベントＰＲの推進
など、既存商店
街の活性化の支
援及び多様化す
る消費者相談窓
口の強化。

２．商工業２．商工業２．商工業２．商工業
の振興の振興の振興の振興

Ｂ
概ね目
標を達
成

Ａ
重点化し
て実施

緊急雇用創出事
業を積極的
に活用し町内居住
者等の雇用の場を
提供している。
年々増加傾向にあ
る消費者相談（押
売り・多重債務等）
のためＨ２３～セン
ター開設に向け準
備中。

キャンプ場３施設
については統廃合
の必要性がある。

３．観光・レ３．観光・レ３．観光・レ３．観光・レ
クリエーショクリエーショクリエーショクリエーショ
ンの振興ンの振興ンの振興ンの振興

既存の観光資源
を活用したイベ
ント開催や自然
を活かした体験
農業・観光をは
じめとした地場
産業との連携。

Ｃ
目標を
下回る

Ａ
重点化し
て実施
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

15 少子化に伴う教育環境の確保事業

11 学校給食調理事業

7 総合的学習推進事業

3

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

13 学校給食運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

14
学校再編実施計画策定業務
（少子化対策事業）

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

12 学校給食維持管理事業 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

9 豊かな心と健やかな体の創造事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

10 就学援助事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

8 校外活動推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

5 常北中学校校舎建設事業 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

6 学力定着事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

小学校管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4
中学校施設整備（施設整備・教育環境充実）、施設

整備・教育環境充実、総合学習推進、学力向上、心

身向上
Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 幼稚園施設整備・教育環境充実 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 教育委員会事務局事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

8 物産センター支援事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

9 県立自然公園等の整備運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 観光ＰＲ事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

今後、より一層の
教育環境の整備、
充実を図り、心の
豊かさを実感でき
る生活を実現させ
て次世代を担う心
を育むような教育
環境の場を提供す
る。

Ｂ
現状維持

Ｂ
概ね目
標を達
成

ゆとりと個性を
尊重する教育、
生きる力を育む
教育改革を進め
るとともに、心の
豊かさを実感で
きる生活の実現
と次世代を担う
心の育成を目指
す。

１．幼児教１．幼児教１．幼児教１．幼児教
育・学校教育・学校教育・学校教育・学校教
育の充実育の充実育の充実育の充実

４．次世代を
担う豊かな心
の育成と歴
史・伝統を大
切にするまち
づくり
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

16 郷土史資料館運営事業

12 コミセン施設維持管理委託事業

8
公民館施設維持管理事業
（常北公民館）

4
公民館管理運営事業
（桂公民館）

18 教育相談事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

17 郷土資料館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

14 図書館運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

15 図書館施設維持管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

13 コミュニティセンター運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

10
公民館施設維持管理事業
（七会公民館）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

11 伝習館管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

9
公民館施設維持管理事業
（桂公民館）

Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

6 スポーツ大会開催事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

7 生涯学習施設関係整備事業 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ Ｂ

5 学習機会提供事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 生涯スポーツ振興事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3
公民館管理運営事業
（常北公民館）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 社会教育・生涯学習推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
生涯学習や社会
教育・スポーツ振
興を行うためにも、
町民ニーズを検討
しながら、活動でき
る場の提供を行
う。

Ｂ
現状維持

Ｂ
概ね目
標を達
成

学校を始め家庭
や社会の様々な
分野で行われて
いる生涯学習活
動・生涯スポー
ツ活動をより一
層充実し、行政・
民間がそれぞれ
の役割分担に留
意しながら、相
互の連帯を深
め、町民の学習
活動の場を総合
的に整備して提
供していく。

２．生涯学２．生涯学２．生涯学２．生涯学
習・生涯ス習・生涯ス習・生涯ス習・生涯ス
ポーツの推ポーツの推ポーツの推ポーツの推
進進進進
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

20
公民館講座実施運営事業
（桂公民館）

Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ

21
公民館講座実施運営事業
（七会公民館）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

19
公民館講座実施運営事業
（常北公民館）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

生涯学習推進補助事業

青少年相談員事業

成人式事業

青少年育成団体補助事業

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

22

23

24

25

1

2

3

4

5

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

文化団体育成補助事業

公民館まつり実施運営事業
（常北公民館）

公民館まつり実施運営事業
（桂公民館）

公民館まつり実施運営事業
（七会公民館）

文化財保護事業

6 伝統芸能団体育成補助事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

町民の文化の普
及と生涯学習の振
興のためにも、団
体等の活動は重
要な役割を果たし
ているので支援は
必要である。

Ｂ
現状維持

Ｂ
概ね目
標を達
成

町民の文化の振
興と各種文化活
動をとおして，相
互の交流親睦を
図り，文化の普
及及び発展と，
豊かなまちづくり
に寄与すること
を目指すため
に，育成及び活
動を支援する。

３．芸術・文３．芸術・文３．芸術・文３．芸術・文
化の振興化の振興化の振興化の振興
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

1 広報事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

2 自治振興事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

3 大好きいばらき県民会議推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 国際交流事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 国際交流推進事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 同和問題に関する事務 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 人権擁護事業 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

自治振興交付金
については必要と
認識しているが、
真に地域の活性
化のために使用さ
れているかは疑問
である。

Ａ
重点化し
て実施

１．住民主１．住民主１．住民主１．住民主
体のまちづく体のまちづく体のまちづく体のまちづく
りの推進りの推進りの推進りの推進

Ｂ
概ね目
標を達
成

町民が町政に関
し必要な事項を
知得・理解し、町
政に参加・協力
する。

５．住民と行
政がともに手
をとりあうひら
かれたまちづ
くり

住民の一体性が
確保できるようイ
ベントなどへの
積極的な参加に
配慮するととも
に、各地区に設
置された余暇活
用施設等の機能
を活用し、地域
世代間の交流を
推進する。また、
ボランティア団
体など住民活動
の展開を促進と
まちづくりの担い
手となるリー
ダーの育成に努
める。

２．多様な交２．多様な交２．多様な交２．多様な交
流の推進流の推進流の推進流の推進

Ｃ
目標を
下回る

Ｂ
現状維持

庁内関係課や国・
県の関係機関と連
携し事業を推進す
る。

住民と行政が情報
を共有し、信頼関
係を築き協働して
地域づくりに取り
組んでいきます。

Ｂ
現状維持

Ｂ
概ね目
標を達
成

あらゆる差別が
なくなり住民だ
れもが差別され
ることなく,全ての
人権が尊重され
るまちを目指し
ます。

３．人権尊３．人権尊３．人権尊３．人権尊
重と男女共重と男女共重と男女共重と男女共
同参画社会同参画社会同参画社会同参画社会
の推進【人の推進【人の推進【人の推進【人
権尊重】権尊重】権尊重】権尊重】
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

Ｂ Ｂ Ｂ

1 男女共同参画事業 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

5 財政事務事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

6 契約事務 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

1 監査委員事務局運営事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 行政改革推進事務 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

3 行政評価制度導入事業

Ｂ Ｂ

7 財産管理事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ

8 車輌管理事業 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ

9 備品管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

10 出納事務事業 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

11
出納事務事業
（印紙販売・県証紙売捌き事務） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

12 サテライト水戸事業推進事業

13 公債管理事務事業 Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

4 過疎地域自立促進事業 Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

３．人権尊３．人権尊３．人権尊３．人権尊
重と男女共重と男女共重と男女共重と男女共
同参画社会同参画社会同参画社会同参画社会
の推進【男の推進【男の推進【男の推進【男
女共同参女共同参女共同参女共同参
画】画】画】画】

Ｂ
概ね目
標を達
成

男女が多様な生
き方を認めい、
あらゆる分野の
活動に平等に参
画し、その個性
と能力を十分に
発揮できる男女
共同参画社会の
形成を目指す。

Ａ
重点化し
て実施

町民の役割や行
政との協働による
部分が多い。町民
を率先的に導いて
いく。

限られた財源を有
効に活用するため
に、効率的な行政
体制の構築と、行
政評価を活用した
効果的な財源配分
に取り組むととも
に、財源の安定的
な確保や歳出の削
減合理化を進め、
健全な財政運営に
努める。

Ａ
重点化し
て実施

Ｂ
概ね目
標を達
成

限られた財源を
有効に活用する
ために、既存の
事業の見直し、
施策にともなう
事業の廃止・縮
小や民間委託の
推進など現状の
行政運営の抜本
的な見直しを図
り、行政のスリム
化と健全な財政
運営を推進す
る。

４．行財政４．行財政４．行財政４．行財政
運営の合理運営の合理運営の合理運営の合理
化・効率化化・効率化化・効率化化・効率化
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平成23年度　施策評価結果一覧表（平成22年度実施施策の評価）

施策の今後
の進め方

事務事業名 貢献度
事務事業評価 施策評価

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

基本目標 主要施策名主要施策名主要施策名主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

後期基本
計画での
取り組み
方針

NO

14 地方交付税事務事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

15 基金管理事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ｃ Ｂ

16 賦課管理事務 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

17 収納管理事務 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

18 税務管理事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ

19 予算事務事業 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

1 城北地方広域事務組合に関する事務 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

2 広域行政推進事業 Ｃ Ｃ Ｂ

3 葬祭・墓地管理事業 Ｂ Ｂ Ｂ

近隣自治体と連
携・協調を図り、
共通な行政需要
と行政区域を超
える広域的な課
題に効率的に対
応する。広域的
な視点で行政
サービスの均質
化と地域の一体
的な振興を図
る。

Ｂ
現状維持

Ｂ
概ね目
標を達
成

近隣自治体との連
携・協調を図り、町
域を超えた共通の
行政需要に対応す
る。
また、地方分権の
進展による権限移
譲に対する広域的
対応のあり方を検
討する。

５．広域行５．広域行５．広域行５．広域行
政の推進政の推進政の推進政の推進

20／20
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合


